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（ グ ル ー プ プ レ ゼ ン 紹 介 ）

ほっぷのプログラムであるグループ
プレゼンにて、利用者が企業向けの
ほっぷパンフレットを作成したものを
1月26日(水)に発表し、コンペを行っ
た。

本プログラムは利用者が模擬職場を
想定し、１ヵ月間のグループワークを
通して、思考の癖の発見や他者からは
自分がどう映っていたのかフィード
バックを受けることで、セルフマネジ
メント能力の習得、自己理解の向上に
つなげるものである。一位採用はA氏
チームで、斬新でスタイリッシュなデ
ザイン、そして見える・分かる・面白
いを忠実に再現されたパンフレットに
仕上がっていた。また動きのあるスラ
イドの仕込み、感性に訴えかけるプレ
ゼンターの表現、本当にこれが模擬職
場か？と思わせるほど素晴らしく、プ
レゼンが終了して皆がA氏チームの結
果を称えていた。一方で、B氏チーム
だけ周りの状況に目もくれず各メン
バーがプレゼンの終了コールに安堵し
ていた。

B氏チームはこの期間中、様々な問
題を抱えていた。メンバー卒業による
人員不足、リーダーの体調悪化またそ
れによるパンフレット作りの凍結、長
時間労働などなど。まず初めに降りか
かった問題はメンバー卒業による人手
不足である。B氏は「突然の卒業発表
に困惑した」と語る。人員不足の事態
はそれに限らず、ワーク終盤B氏自身
も体調不良により欠席が続いていた。
B氏は後に「メンバー不足による進捗
の遅れを取り戻すため自身に負荷をか
けてしまった」と自身の課題をおろそ
かにしてしまったことを語った。人員
不足に続いて畳み掛けるように今度は
データの凍結問題が発生した。期間中
はパンフレット並びにプレゼン資料の
データをB氏が保管・管理してた為、
B氏の体調が戻らない限りプレゼンは
おろかパンフレットの作成すら不可能
な状況まで追い込まれていた。その時
の状況をメンバーは「正直、ワークの
全てを諦めていた。」「当日まで不安
と葛藤だらけであった」「残り数日に
もなって完成できたのは奇跡」と振り
返
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っており、この一ヶ月がいかに壮絶
だったのかを物語っているように思
えた。

B氏チームの結果は不採用に終わっ
たが、パンフレット作成からプレゼ
ン資料の作成、プレゼン当日までの
役目をしっかりとやりきったメン

バーたちには安堵の表情が浮かべら
れていた。

明暗の分かれたパンフレットづく
り、今こそ「自身の課題」に立ち戻
る時なのかもしれない。

The Massage from GRADUATES R e c e n t o f R e w o r k P ro g r a m
（ 卒 業 生 メ ッ セ ー ジ ） （ リ ワ ー ク プ ロ グ ラ ム の 紹 介 ）

個人作業、集団作業で我々に接
する作業療法士のＴ氏。ここではT
氏の教えを紹介する。
『「今から〇〇時までにこの仕事
をして納品しなさい」という上司
の指示に対し、納品時間近くに報
告も無いのに他のことを始めてい
た人がいた。それを見た上司役で
ある私はなんと思うのか。「自分
がこういう行動をしたら相手がど
う思うのか」についても考えて行
動するようにしましょう。』
（R4.1.28  リワーク個人OT作業より)

心理士Ｓ氏の講義やワークに溢れる
金言を紹介。
「葛藤は、自分の「〇〇したい」と
「〇〇すべき」の不一致だけではな
い。自分との関連度の大きさによっ
てストレスに違いが出る。」(R4.1.31

アサーション×SST③振り返り編より)

「自分の思考やクセ、短所を変える
のは無理。そこで戦略や武器が必要
になる。自分とは違う何かを身に付
ける術、これが仕事では演技するこ
とである。」（R4,.1.28 リワークよ
り）

The Teachings of HOT Words! 
by Mr.S(心理士Ｓ氏の金言)

本紙は1月某日、卒業生C氏にアン
ケートを実施した。C氏は約1年4ヶ月
通所したほっぷを2月頭に卒業し、復
職を果たしたメンバーである。本記事
ではアンケートの中から、以下のQ&A
を抜粋し紹介する。

Q1.ほっぷ通所前と現在で、変わった
と思う自身の行動や考え方、気付き
等があれば教えてください。

A1.病歴は長く何度も再発を繰り返し
ていて、頑張り過ぎ、完璧主義とは
気付いていたが、どうして頑張って
しまうのか、どんな状況で頑張って
しまうのかが分かったのは大きい。
「ねばならない思考」が根底にあっ
て、いくら頑張り過ぎないようにと
思っても結果そうなってしまってい
ることに気付いた。(苦手としてい
る)人前でのプレゼンや発表、意見を
言うのも、緊張して苦手なのではな
く、「人から悪く思われたくない」
とか「恥ずかしい」などの思考があ
ることが分かった。慣れで出来るこ
とと出来ないことがあると認識でき
た。

Q2.メンバーにメッセージをお願いし
ます。

A2.ほっぷに来る時の状態は人それぞ
れ違うが、会社に行けなくなった私
達にとって、ここは会社の代わりで
はなく、訓練を通して自分と向き合
う施設。会社と同じく「行きたくな
い」と思うのが普通で、「楽しむも
の」と思って来るようになっていて
は意味がない。むしろ、プログラム
を受け体調が悪くなった時、異常に
疲れてほっぷを休んだ時に、自分の
課題と何か絡んでないか考えること。

その時のスタッフのフィードバッ
ク、メンバーの振り返りを参考に
して解決すること。性格が絡んで
難しいかもしれないが、分かるだ
けでもスッキリする。(課題を)意
識しつつ根気づよく続けていれば、
言われることを受け入れられる時
が来る。楽しくなってきたり飽き
てきた時は、課題が見つかってい
ないか、卒業する時かもしれない。

ほっぷで一番良かったプログラム
は、少人数で負荷の高い長期タスク
を行う「金曜リワークコース」だっ
たと答えたC氏だが、本プログラム
のみならず、他の集団タスクを同時
進行していた彼は、通所期間中に2
度の体調不良を経験。その度に深く
悩みながら自身の課題を突き詰め、
向き合ってきた。

そんな彼からのメッセージは、今、
そしてこれからの我々にとって、1
つの指標となるだろう。大いに参考
にし、常に自分の課題は何か自身に
問いかけつつ、日々のプログラムに
取り組みたい。

1月21日(金)“児童・思春期デイケ
アJOY”(以下JOY)向けの二人掛け
用ベンチがついに完成した。

このベンチは“お客様目線”に
フォーカスしたリワークプログラム
の一環で“小学4年生から中学3年生
の子供たち自身で組み立てられる、
木製のベンチ作成キット”を作成し、
昨年JOYへ提供したものである。
キットは今回完成した二人掛け用の
他に一人掛け用も提供し、昨年末に
子供たちの手によって先んじて完成
させていた。今回の二人掛けベンチ
は横幅1.2mと大人でも取り回しに注
意が必要な長尺部材が含まれている
ため、JOYより子供たちの作業補助
を要請され、1月20日(木)にJOYへメ
ンバー3名が出向くことになった。
このときのメンバーの反応は次のと
おりである。

「子供たちの嬉しそうな顔を見ると、
達成感もひとしおだ。」(D氏)

「設計変更についてうまく伝わってな
い箇所があった。実際の業務において
も3H(初めて、変更、久し振り)は注意
するべき点なのを思い出した。」(E
氏)

メンバーそれぞれが一定の達成感と学
びを得た後に、最終調整としてベンチ
を引き取り、翌日に脚部の高さ調整を
施して完成となった。
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Ms.T(作業療法士T氏の教え)


